
令和２年５⽉（説明⽤資料）

多様な世代が⽣き⽣きと暮らし続けられる住まい・まちづくり
-ＵＲ団地の地域医療福祉拠点化の取組み-

当該資料の無断複製・無断転載・配布⾏為を禁⽌します。

（はじめに）地域医療福祉拠点化の着手について

UR都市機構では、平成26年度から「多様な世代が生き生
きと暮らし続けられる住まい・まちづくり」を実現するため、
「地域医療福祉拠点化」の取組みを実施しており、今年度、
洋光台エリアの洋光台北・洋光台中央・洋光台西の３団地
について着手を予定しています。

以下、「地域医療福祉拠点化」の取組みの概要について、
ご紹介します。
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⼀⽅で、
○ 昭和４０年〜５０年代前半に⼤量供給されたＵＲ賃貸住宅ストック（メインストック）が⼤半
・バリアフリー化が課題
・居住者が⾼齢化
・買物など⽇常⽣活の利便性が低下

○ UR賃貸住宅の特徴として、
・⼤規模団地が多く、多くの居住者が集まって居住し、既にコミュ
ニティが形成
・緑豊かな環境、ゆとりのある建物配置
・⽐較的低廉な家賃
などの安⼼感、環境のよさ、があげられる。

ＵＲ賃貸住宅の特徴
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ＵＲ賃貸住宅峘特徴

ＵＲ賃貸住宅居住者の⾼齢化の推移・現状

○ 2025年頃までに団塊の世代が後期⾼齢者となり、特に、⼤規模なＵＲ賃貸住宅団地が分布する⼤都
市圏郊外部において、より⾼齢者が急増。

○ もともとファミリー向けの住宅を供給してきたＵＲ賃貸住宅であったが、昭和40年代に⼤量に⼊居
したファミリー世帯の多くが、そのまま居住し続けて⾼齢者となっていったものと推量される。
〇ＵＲ団地は全国の⾼齢化の最先端を⾛っている（⽇本の(都市部)⾼齢化の「縮図」）

（ＵＲ賃貸住宅は居住者定期調査、全国は国勢調査）

図：国土交通省「首都圏での高齢化の伸び率

（後期高齢者の人口増加率）と大規模団地」をもとにUR作成
出典 平成27年ＵＲ賃貸住宅居住者定期調査 4



取組みの背景︓国策『地域包括ケアシステム』構築の推進

（出典：厚生労働省HPより）
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○ 団地を中心として、住み慣れた地域で最期まで住み続けることができる環境を実現するため、
地域医療福祉拠点化を目指し、以下の取組みを、地方公共団体等と連携して総合的に推進。
○ 平成26年度より着手し、令和２年３月６日現在、全国で計198団地で着手済。

ＵＲ団地の『地域医療福祉拠点化』
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■地域医療福祉拠点化に向けた取り組み

①地域における医療福祉施設等の充実
の推進

②高齢者等多様な世代に対応した居住
環境の整備推進

③若者世帯・子育て世帯等を含むコミュ
ニティ形成の推進



『地域医療福祉拠点化』の考え⽅
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岥地域医福කು点化岦峘考岲方
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ᾋ 先導的Ệ推進ẲềẟẪ団地ᾌ「地域医療福祉拠点化」ᾍ

高齢者世帯 若者῍子育ề世帯

◯多世代交්・
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◯ᡈ居促ᡶ制度
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のᛔᐲ・ᡲઃ

◯各ᆔバリアフリー住宅ሁ
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◯᨞下ᆆ᠃制度
◯ᡈ居促ᡶ制度
◯「ᙸ守り」境ૢ備

ほか
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⽣活⽀援アドバイザーについて

地域医療福祉拠点化に取組んでいる団地を中⼼に、⽣活⽀援アドバイザーを配置しています。
⾼齢者の⽅が安⼼して暮らし続けられるよう、各種相談対応や電話による安否確認(あんしん
コール)、交流促進のためのイベント等を実施しています。

（⽣活⽀援アドバイザーの業務⼀例）

・⾼齢者の⽅の各種相談対応
お住まいの⽅のご相談内容（福祉⾯等）に応じて、⾏政機
関や地域包括⽀援センター等とも連携を取り、安⼼して暮ら
し続けられるようサポートいたします。

・あんしんコールの実施
ご希望者に応じて、毎週⽊曜⽇に安否確認の電話をいたし
ます。

・交流促進イベントの実施
お住まいの⽅のコミュニティ形成を⽀援させていただく取
組として、定期的なイベントを実施いたします。
（例）フラワーアレンジメント、落語、演奏会、マジック等
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生活支援崊崱崸崌崞嵤について

地域医療福祉拠点化Ệ取組ỮỂẟỦ団地ử中心ỆẆ生活支援ỴἛἢỶἈὊửᣐ置ẲềẟộẴẇ
᭗ᱫ者ỉ方ầ安心Ẳề暮ỤẲ続ẬỤủỦợạẆ各種相ᛩ対応ởᩓᛅỆợỦ安否確ᛐᵆẝỮẲỮἅὊἽᵇẆ交
流促ᡶỉẺỜỉỶἫὅἚ等ử実施ẲềẟộẴẇ

ί生活支援ỴἛἢỶἈὊỉ業務一例ὸ

Ὁ᭗ᱫ者ỉ方ỉ各種相ᛩ対応
ấ住ộẟỉ方ỉắ相ᛩ内容ί福祉᩿等ὸỆ応ẳềẆᘍ
政機᧙ở地域包括支援ἍὅἑὊ等ểờᡲ携ử取ụẆ安
心Ẳề暮ỤẲ続ẬỤủỦợạἇἯὊἚẟẺẲộẴẇ

ὉẝỮẲỮἅὊἽỉ実施
ắ希望者Ệ応ẳềẆ毎ᡵ木曜日Ệ安否確ᛐỉᩓᛅử
ẟẺẲộẴẇ

Ὁ交流促ᡶỶἫὅἚỉ実施
ấ住ộẟỉ方ỉἅἱἷἝἘỵ形成ử支援ẰẶềẟẺẻ
Ẫ取組ểẲềẆ定期的ễỶἫὅἚử実施ẟẺẲộẴẇ
ί例ὸἧἻὁὊỴἾὅἊἳὅἚẆ落ᛖẆ演奏会ẆἰἊἕἁ等



神奈川県内において

２０４団地 ７３，６５０戸の賃貸住宅ストックを所有

横浜市
125団地
45,004戸
（61％）

川崎市
34団地
7,397戸
（10％）

相模原市
14団地
4,427戸
（6％）

その他県内
31団地
16,822戸
（23％）

■神奈川県内におけるUR賃貸住宅ストックと地域医療福祉拠点化の状況
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相模台（南区：H26着手）

浜見平（茅ヶ崎市：H27着手）
平塚高村（平塚市：H28着手）
上和田（大和市：H29着手）
辻堂（藤沢市：H30着手）
善行（藤沢市：H30着手）
パークサイド駒寄（藤沢市：R1着手）

奈良北（青葉区：H26着手）
公田町（栄区：H27着手）
左近山（旭区：H28着手）
西菅田（神奈川区：H29着手）
金沢ｼｰｻｲﾄﾞﾀｳﾝ並木一丁目第一
（金沢区：H29着手）
西ひかりが丘（旭区：H30着手）
港南台ちどり（港南区：H30着手）
港南台かもめ（港南区：H30着手）
南神大寺（神奈川区：R１着手）
南永田（南区：R1着手）

虹ヶ丘（麻生区：H29着手）


